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平成２８年 第２回 伊丹市教育委員会 定例会 会議録 

 

１．日 時 平成２８年２月１８日（木） 午後２時５０分〜午後３時２０分 

２．場 所 総合教育センター ２階 講座室 

３．主 宰 者 教育長 木下 誠 

４．委員の出席 江原 礼子 川畑 徹朗 秋田 久子 川﨑 かおり 

５．委員の欠席 なし 

６．傍 聴 人 なし 

７．関係者の出席 教育長 木下 誠           保健体育課長 増田 健一 

管理部長 谷澤 伸二         学校給食センター所長 松浦 洋一 

学校教育部長 太田 洋子       スポーツ振興課長 前田 勝弘 

生涯学習部長 小長谷 正治      公民館長 池田 真美 

教育長付参事 二宮 毅        図書館長 三枝 芳美 

教育長付参事 大西 俊己       博物館長 亀田 浩 

総合教育センター所長 後藤 猛虎   人権教育担当主幹 森口 真一 

管理部副参事 升井 竜雄       中学校給食推進班主幹 田中 康之 

学校教育室長 村上 順一       少年愛護センター所長 米田 博一 

施設課長 田原 安治         職員課副主幹 平井 賢一 

教育企画課長 春名 潤一         教育総務課長 中井 秀典   

学事課長 大村 寿一         教育総務課 山縣 英美 

        総合教育センター主幹 尾﨑 眞弓       

         

８．議事 

（１）開会宣言 木下教育長（午後２時５０分） 

（２）日程報告 木下教育長より次のとおり会議を進める旨の発議があり、全委員はこれを了承。 

日程第 １ 平成２８年第１回教育委員会定例会会議録及び第１回教育委員

会臨時会会議録の承認 

日程第 ２ 教育長報告 

日程第 ３ 議案第１４号の審議 

日程第 ４ 議案第１５号の審議 

 

（３）平成２８年第１回教育委員会定例会会議録及び第１回教育委員会臨時会会議録の承認（日程

第１） 
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平成２８年第１回伊丹市教育委員会定例会（平成２８年１月２１日〈木〉開催）の会議録及

び平成２８年第１回伊丹市教育委員会臨時会（平成２８年２月４日〈木〉開催）の会議録につ

いては、全委員一致でこれを了承。 

 

（４）教育長報告（日程第２） 

管理部長より「２月分人事報告」・「１月分教育施設関係工事の着工・竣工報告」・「１月分の

寄附採納報告」について、学校教育部長より学校教育部の、生涯学習部長より生涯学習部の、

教育長付参事より人権教育室の、教育長付参事兼中学校給食推進班長より中学校給食推進班の、

「１月分行事実施報告」・「３月分行事実施予定」について、それぞれ説明があり、質疑応答の

後、全委員一致で「教育長報告」を承認。 

質疑応答 

江原委員    ５ページ。１月２９日に兵庫県教育委員会指定で平成２７年度道徳教育

実践研究事業研究発表会が行われている。道徳の教科化に向けて非常に関

心が高まっている時期だと思うが、発表会での成果や課題を教えていただ

きたい。 

 

太田部長     兵庫県の指定を受けて伊特化中学校区で南中学校区を指定し、南中学校 

と南小学校が共同で道徳の研究をし、１月２９日に南中学校を会場として 

研究発表会をさせていただき、小学校からも数名の先生が来られた。道徳 

を専門とされる大阪教育大学金光教授を継続的に講師として招聘し、教科 

のあり方等を中心に進めていったのだが、先生からは、きちんとねらいを 

明確にして授業を進めていくこと、そして発問が大事であるといったこと 

を１年間かけて教えていただいた。 

成果として３点考えられる。１点目は、南中学校区の道徳に対する関心 

が深まり、これによって先生方がひとつにまとまって、みんなで道徳を研

究しようという姿勢ができてきた。それがチーム学校という良い形で波及

をしている。２点目は、校長や道徳教育推進教員が言っていたが、道徳の

授業をやることによって他の教科の授業でも効果が出てきた。３点目は、

小中連携である。道徳は、同じ土壌で取り組みやすいので一緒に研修をし

たり、中学校の先生が小学校に授業に行き小学生が中学校の先生の道徳の

授業を受けることも初めて行った。大きく分けてこの３点が成果として考

えられるが、南中学校ではこれがスタートであり、ここからさらに道徳の

研究を継続していくと言っていた。この指定研究が非常に良かったので、
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来年度からは市の事業として予算要求しており、すでに指定された南中学

校と東中学校を除く残りの６中学校を２校ずつ指定して３年間かけて道

徳の教科化に間に合うように研究を続けていき、市内全部の学校が道徳の

研究をする体制を作っていきたいと思っている。 

 

     江原委員    平成２８年度も２中学校区で市の指定研究が行われるということだが、

その際に、今回たまたま２９日に瑞穂小学校、ありおか幼稚園、南中学校

区の道徳と３つの研究発表会が重なっていた。せっかく良い研究会がそれ

ぞれ行われていると思うので、講師の方との日程調整もあるとは思うが、

現場の先生方が研修を受けやすいように、連携をしながら日程調整をお願

いできたらなと改めて思った。 

 

川畑委員     メンタルで小学校の先生が２人休職ということだが、年齢はどのぐらい

の方か。 

 

升井副参事    １名は４０歳女性。もう１名は５８歳男性。 

 

秋田委員    私も年齢を伺いたかったのだが、伺って意外なことにベテランですよね。

差支えのない範囲で結構なので、何か見通しや背景を教えてほしい。 

 

升井副参事       特に何かがあってというのではなく、お二人とも以前からそういった傾 

向のある方で頑張って来られていた。女性の方は仕事だけでなく家庭と両

方で疲れが出てきた。男性の方は職場の仕事の面から以前からたまに疲れ

て休まれることが断続的にあった。 

 

（５）議案第１４号の審議（日程第３） 

木下教育長より「議案第１４号 伊丹市立学校給食センター運営協議会規則の一部を改正す

る規則の制定について」を議題とする旨の発議の後、「平成２７年度末で伊丹市学校給食会が

一定の業務を終えることに伴い、選任する委員の変更を行うため、「伊丹市立学校給食センタ

ー運営協議会規則の一部を改正する規則」を制定しようとするものです。」との説明がなされ、

学校教育部長より補足説明があり、質疑応答の後、全委員一致で「議案第１４号」を可決。 
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質疑応答 

川畑委員    第５条が削除された理由を教えていただきたい。 

 

太田部長    審議をして議決をとるというものではなく、評議員会のような位置づけ

で協議をして意見をいただく場であると考えており、付属機関ではないと

いうことを明確にしたいために削除した。 

 

（６）議案第１５号の審議（日程第４） 

木下教育長より「議案第１５号 平成２８年度の教育基本方針について」を議題とする旨の

発議の後、「平成２８年度の「教育基本方針」を定めようとするものです。」との説明がなされ、

管理部長より補足説明があり、全委員一致で「議案第１５号」を可決。 

 

（７）閉会宣言 

木下教育長（午後３時２０分） 

上記のとおり会議の要旨を記録し、ここに署名押印する。 

 

伊丹市教育長 木下 誠 

 

伊丹市教育委員会委員 江原 礼子 

 

 


